募集要項
平成30年度
市原ロータリークラブ
『地域社会貢献基金』
　　　　　“地域の方々の奉仕活動を支援するために”
　　　[image: image1.jpg]



募集期間　平成30年6月1日(金)～7月31日(火)
―はじめに―
私達市原ロータリークラブは「奉仕の理念」をめざす職業人の団体です。自己を磨き、実力を涵養しその成果を自分の職業や地域社会・国際社会に役立たせようとすることを目的として活動しております。
❖地域社会貢献基金とは
1. この基金の目的
このたび市原ロータリークラブは『いちはら』に住む方々の奉仕活動を支援させていただくためにこの基金を創設いたしました。
この基金はロータリークラブの網領に沿って『奉仕の理想』を鼓吹し、これを育成しより良い地域社会実現に向けて活動する個人、団体に対して補助金を支給し、その事業を達成するための支援を行うことを目的とします。
営利を求めず熱い心で地域社会の様々な課題に取り組んでいる個人、団体にたいして支援したいと願っております。
❖応募の概要
１.応募することができる個人および団体
１）この基金で言う奉仕活動を行う個人および団体とは、下記に言う要件をすべて満たしている個人、団体で、ＮＰＯ法人・ボランティア団体などの任意のいずれも含み、法人格の有無は問いません。
(1) 団体の自発性に基づいていること。
(2) 営利を目的としないこと。
(3) 社会サービスを提供すること。
２）市原市に拠点を置く個人、団体であること。
３）精査にたえる計画書、決算書の提出ができること。
４）申請した事業を適切に実施する能力のあること。
５）本基金に2事業以上応募していないこと。
　

２.対象となる事業
１）市原市内において、市民活動団体が主体となって取り組む地域の課題解決に向けた活動であること。
２）団体の組織基盤確立やステップアップが見込める活動であること。
３）地域に対し活動を知らせたり、参加してもらえる機会を設け、広く地域の方々の意見を聞く柔軟な姿勢で取り組めること。
４）平成30年9月から平成31年 6月迄の約10ヶ月間で原則として成果の得られる活動であること。ただし、年度にまたがる事業については、成果担保出来る計画・進捗過程を明記する事。
５）他の機関や団体に対する要望を中心とした活動ではないこと。
６）参加者間の親睦会・交流会的な要素の強い活動提案ではないこと。
３.補助金額・対象経費等
１）採択事業数・[こすもすコース] 10万円を限度とする額。
　　　　　　　  [いちょうコース] 30万円を限度とする額。
　　　　　　　　あわせて3事業程度を予定。
２）補助金額　・「補助の対象となる経費の合計額」の80％以内の額とし、
　　　　　　　　[こすもすコース][いちょうコース]それぞれの限度額以内になります。(千円未満の端数のある場合はこれを切り捨てた額)
３）補助の対象となる経費
　　　　　　　・提案した活動事業を行なうのに必要な経費。
　　　　　　　　(人件費・旅費交通費・通信運搬費・講師謝礼金 等)
      　　　　　但し、人件費については「補助の対象となる経費の合計額」の
30％以内までとなります。
４）補助の対象とならない経費
　　　　　　　・事務所の維持費等の団体の経常的な活動に要する経費や備品等の財産の取得に係る経費。
　　　　　　　・団体の構成員に係る会費及び謝礼。
５）補助金額の計算方法等
　　　　　　　・「補助の対象となる経費の合計額」の8/10の額を計算します。　　　　＝Ａの額
[こすもすコース]　　①「Ａの額」が100,000円以下の場合、補助金額は「Ａの額」となり、
　　　　　　　　 　審査は書類審査と審査員からの質疑応答(書面)となります。
　　　　　　　　②「Ａの額」が101,000円以上であるが、補助金額について100,000円
　　　　　　　　　 以下を希望する場合、補助金額は100,000円以下の希望する額となり、
　　　　　　　　　 審査は書類審査と審査員からの質疑応答(書面)となります。
[いちょうコース]   ①「Ａの額」が101,000円以上の場合は[いちょうコース]となり、
補助金額は「Ａの額」又は300,000円のいずれか低い方の額となり、
審査は書類審査と公開プレゼンテーション及び審査員からの質疑応答となります。
注意：提案した事業を実施するにあたり収益が生じた場合は、当クラブとの協議を経て補助金の額の変更をお願いすることもあります。
❖募集期間・応募先
１．募集期間　　平成30年6月1日(金)から7月31日(火)迄
※ 郵送の場合は、7月31日（火)の消印有効。
持参の場合は、7月31日(火)午後5時までとなります。
２．応 募 先　　所定の提案用紙に、必要事項をご記入の上、下記まで郵送して下さい。
（７月１日より市原ロータリークラブ事務局が移転になります。）
６月１日～６月３０日〒290-0081　市原市五井中央西1-22-25
       　　　　 　　　　　　　　　　市原商工会議所内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　市原ロータリークラブ奉仕プロジェクト委員会宛
　
７月１日～７月３１日〒299-0247　袖ヶ浦市椎の森385-21

　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社リプラス内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　市原ロータリークラブ奉仕プロジェクト委員会宛　
❖審査・選考方法について
　応募のあった提案は、原則として書類審査と公開プレゼンテーションを行い、その内容を踏まえ選考委員会により採択する提案を選定します。
　ただし、提案した事業の補助可能額が100,000円以下である[こすもすコース]の場合、
書類審査と選考委員からの質疑応答(書面)により、選考委員会で採択する提案を選定します。
採択された提案団体と選考委員会との協議を経て、一部提案内容の変更をお願いすることもあります。活動に要する経費についても変更(増額又は減額)になることがあります。
　なお、書類審査及び公開プレゼンテーションは、応募資格を満たしている団体を対象とします。
１．公開プレゼンテーション
([いちょうコース]補助金額101,000円以上300,000円以下該当提案のみ)
提案した個人・団体は、企画した事業内容について、10分程度で発表を行います。
(パネル、パワーポイントなど発表の方法は自由です。)詳細は、後日お知らせいたします。
２．審査の基準(各コース共通)
１）公 益 性　　　提案する事業が十分な公益性、社会性を有したものであるか。
２）地域課題の把握の的確さ
地域課題、地域住民のニーズを的確に捉えているか。
また、その課題が地域特性を踏まえたものか。
現状を認識し、地域のニーズを反映できているか。
３）市民参加　　　実施する事業について、その事業内容を理解し賛同する地域住民の
参加を条件付きでも容認できること。
４）事業の有効性・先進性
課題理解に向けて、効果的な方法が盛り込まれているか。
また、先進的で新たな切り口での内容になっているか。
専門性などの特性があるか。
５）事業の実現可能性
事業内容は、スケジュール・経費等からみて、確実に実施できるものか。
事業の実施体制は、予算や取り組み方法、人的資源、
外部との協力体制やネットワークの有無などから実現可能なものになっているか。
６）補助の効果　　補助を受けることで、事業の円滑な促進が図られること。
また、補助を受けることで団体の組織基盤の強化や自立の促進が図れること。
７）将来性　　　　今後も発展、継続する可能性があり、広がりがあるか、将来的な
波及効果が期待できるか。
８）経費の適正性　事業内容と勘案して、活動の経費の精算や使途が適切であるか。
３．「募集要項」と「提案書」の配布について
「募集要項」と「提案書」は下記場所にて配布いたします。

　　　市原市社会福祉協議会内　市原市ボランティアセンター
　〒290-0075　市原市国分寺台4-1-4　　　電話　0436-20-3100
　　　　　      市原商工会議所

〒290-0081　市原市五井中央西1-22-25   電話　0436-67-1212
また、以下のホームページからダウンロードすることができます。

市原ロータリークラブホームページ　
　http://ichihara-rc.jp　 へアクセスしてください。
４．応募に関するお問い合わせ先
補助金の申請にあたって不明な点がございましたら、下記までFAXでお問い合わせ下さい。
◎市原ロータリークラブ奉仕プロジェクト委員会「地域社会貢献基金」担当宛
FAX.0436-37-2546（6/1～6/30）　　　　　　
 FAX.0438-60-1337（7/1～7/31）事務局移転の為
５．審査の結果について
審査結果につきましては、平成30年8月末日迄に応募者あてに通知する予定となっています。

６．事業の期間
平成30年9月から平成31年6月末までの10ヶ月間の完成させること。ただし、年度にまたがる事業については、成果担保出来る計画・進捗過程を明記する事。
❖助成決定後の流れ

● 採択事業の実施
事業採択を受けた団体は、提案した事業を実施します。なお、事業の実施過程で、
当クラブとの協議で 活動内容の変更が必要になる場合があります。


● 事業を実施する団体の代表者会議への参加
事業を実施する団体の代表者には、半期に1回程度行なわれる会議に出席していた
だき、活動の報告や情報・意見交換などを行なっていただきます。


● 事 業 展 開
広く市民に事業の内容をお知らせしたり、事業に参加していただくため、ホームページ等に記事を掲載していきます。事業を実施する団体は、事業に関するいろいろな情報を発信していただくなど、記事作成等の協力をしていただきます。


● 活動成果報告
活動終了後は、活動成果報告書を提出していただきます。
さらに 当クラブが実施する会議等で取り組み内容や成果を発表していただきます。
❖その他留意事項
１．提案書の書き方
１）募集要項の記載内容を十分にご確認のうえ、所定の提案用紙にご記入ください。
２）書類はパソコンで作成してください。黒のペンまたはボールペンでご記入いただい
ても結構です。その場合Ａ４サイズの用紙をご使用下さい。
３）団体の場合は直近の決算書、規約および団体・個人の活動がわかるような書類を添付して下さい。ただし、設立間もない団体・個人はこの限りでは無い。
２．応募に際して
１）1団体につき応募ができるのは、1事業のみとなります。
２）提出された書類は お返しできませんので、必要に応じて提出前のコピー等を
取っておいて下さい。
❖おわりに
私達の先人は美しい形（こころ）をみんなで育てようと提言されています。
「1人は皆のために、皆は1人のために」「分かち合うこころ」を持って活動し、
ふるさと「いちはら」が美しい形（こころ）でいっぱいになることを願って 
この基金を創設いたしました。
ささやかな事業ですが、それぞれの活動を通じて私達のふるさと〝いちはら〟に
美しい形（こころ）がたくさんの友情の花を咲かせるのを信じ応援していきます。
　　＜書式１ ： 団体用　提案者・活動の概要＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 受付番号 ： 　　　　　　　　
平成30年度　『地域社会貢献基金』支援事業　提案書
～ 美しい形(こころ)を育てる〝いちはら〟 ～
あて先） 市原ロータリークラブ会長　
平成　30　年　　　　月　　　　日
１．提案者
	◎　団　体

	(ふりがな)
	

	団体名
	

	住　　所
	〒
TEL　　　　　　　　　　　　　　　FAX
E-mail

	団体の設立年月日
	　　　年　　　　月　　　　日
	法人格の有無
	有 ・無 ・申請中

	団体の決算月
	　　　　　　月
	団体ホームページ
	有 ・ 無
	URL

	◎　代表者

	(ふりがな)
	

	代表者名
	

	住　　所
	〒
TEL　　　　　　　　　　　　　　　FAX
E-mail

	◎　連 絡 責 任 者 　(代表者以外の方で、提案書等各種問い合わせの対応ができる方)

	(ふりがな)
	

	お名前
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔年齢 ：　  〕 〔男　・女〕 

	住　　所
	〒
TEL　　　　　　　　　　　　　　　FAX
E-mail


※　団体の直近の決算書の写しを必ず添付してください。
	◎　構成員数
(会員数)
	　名　　　　　　
	◎活動地域
	・市内　　・県内　　・国内

	◎　団体代表者の市民活動に関する経歴について簡潔にお書き下さい。

	◎　団体の設立経緯と目的を簡潔にお書き下さい。

	◎　団体がこれまで取り組んできた主な活動実績(過去最大2年間)について、
　　箇条書きで記述して下さい。


２．提案する事業の概要
	◎　応募事業名
	
	新規　　・　　継続　（注）

※○で囲んでください

	· 実施時期
	年　　　　月　　　　日　　　　～　　　　年　　　　月　　　　日

	該当するコースに
○をして下さい。
	・こすもすコース(補助申請金額10万円以下)  ・いちょうコース(補助申請金額30万円以下)

	◎　提案する事業の概要（簡潔にお願いします。）


（注）継続事業の場合、現在実施中の事業の状況も含めて記入してください。
３．提案内容について
１） 提案する事業に関連して、日頃の活動から、団体が感じている課題は何ですか。
	


　２） 提案する事業の目的と １）の課題を解決するため、今回はどのような活動をしようと
思っていますか。
	申請事業の対象者・受益者
※申請事業を最も届けたい対象者・受益者は誰ですか。

	· 地域
	

	· 対象者・受益者
	

	· 人数
	

	· 年齢層
	

	· 具体的に
	


３） 今回の事業において、「広く市民のみなさんの意見を聞く」、また「成果を知らせる方法」
について、どのように考えていますか。
	


　

４） 今回の事業を行った後、どのような成果が期待できますか。また、今後どのような活動を
展開していこうと考えますか。
	


　

５） 対象となる事業のスケジュールをお書き下さい。
	月
	活 動 内 容

	９月
　　　　
	

	１０月

	

	１１月

	

	１２月

	

	 １月

	

	 ２月

	

	 ３月

	

	 ４月
	

	 ５月
	

	 ６月
	


４．事業に要する経費　（次ページの補助の対象となる経費の内訳例、記載例を参照の上、ご記入下さい。） 
収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  支出の部
	科　　目
	金額 (円)
	科　　目
	金額 (円)

	(区分)
	
	(区分)
	

	(内訳・積算等)
	
	(内訳・積算等)
	

	(区分)
	
	(区分)
	

	(内訳・積算等)
	
	(内訳・積算等)
	

	(区分)
	
	(区分)
	

	(内訳・積算等)
	
	(内訳・積算等)
	

	(区分)
	
	(区分)
	

	(内訳・積算等)
	
	(内訳・積算等)
	

	(区分)
	
	(区分)
	

	(内訳・積算等)
	
	(内訳・積算等)
	

	(区分)
	
	(区分)
	

	(内訳・積算等)
	
	(内訳・積算等)
	

	合計
	
	合計
	

	
	
	補助対象経費　合計額
	


※　金額は、税込みで記載してください。
※　収支の合計が必ず合うように記載してください。
※　補助対象経費合計額の8/10を超える額を補助金額として申請することはできません。
　　(30万円を限度に千円未満の端数を切り捨てた額となります。)
　《補助の対象となる経費の内訳例》　　* 申請事業にかかる経費を記載してください。
	区　　分
	内　　訳

	旅費交通費

	・講習会等の参加のための交通費
・視察のための交通費
・講師等の招聘にかかる費用　等

	通信運搬費
	・郵便、電話料、宅配便等に要する経費

	謝礼金
	・講師等の謝礼金　等

	会議費・会場費

	・学習会・シンポジウム等を主催する場合の会場費
・スライド映写機等の物品レンタル料　等

	資料費
	・図書などの資料費

	印刷製本費

	・チラシ、ニュース等の印刷費
・報告書等の印刷、製本費　等

	消耗品費

	・活動を実施する上で必要な機材、材料、消耗品などの経費
・写真現像代　等

	保険料
	・ボランティア保険料　等

	人件費

	・活動を実施するために必要な人件費
(但、補助の対象となる経費の合計額の30％以内)

	運営管理費
	・活動を実施するために必要な運営管理費

	その他
	・事業を実施する上で必要なその他の経費


*補助の対象とならない経費がある場合は、区分欄に「補助対象外経費」と記載してください。(募集要項参照)
【記載例】

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  支出の部
	科　　目
	金額 (円)
	科　　目
	金額 (円)

	(区分) 補助金
	300,000
	(区分) 旅費交通費
	31,000

	(内訳・積算等)
市原ロータリークラブ
	300,000
	(内訳・積算等)
地域会場への交通費
(@3,000円×７台)
講師等の招聘にかかる費用
	21,000
10,000

	(区分) 会費
	78,000
	(区分) 人件費
	10,400

	(内訳・積算等)
1,000×78名
	78,000
	(内訳・積算等)
1日体験入門スタッフとして
(@800円×13名)
	10,400

	(区分)
	
	(区分) 補助対象外経費
	20,000

	(内訳・積算等)
	
	(内訳・積算等) 備品購入
(@20,000円×1台)
	20,000

	
	
	
	

	（ 省  略 ）

	

	合計
	378,000
	合計
	378,000

	
	
	補助対象経費　合計額
	358,000


５．活動実施の体制について　(現在わかる範囲でご記入下さい。)
１） 活動を実施するメンバー
	
	氏　名
	年齢
	所 属 ・ 職 業
	住　所
	この事業での役割

	１
	(代表者)
	
	
	市原市内 ・市外
	

	２
	
	
	
	市原市内 ・市外
	

	３
	
	
	
	市原市内 ・市外
	

	４
	
	
	
	市原市内 ・市外
	

	５
	
	
	
	市原市内 ・市外
	

	６
	
	
	
	市原市内 ・市外
	

	７
	
	
	
	市原市内 ・市外
	

	８
	
	
	
	市原市内 ・市外
	

	９
	
	
	
	市原市内 ・市外
	

	10
	
	
	
	市原市内 ・市外
	


※　応募には、(市原市内在住の成人1人以上)で構成された市民活動団体であることが必要です。　　　　（＊法人格の有無は問いません。詳しくは、募集要項参照）
※　メンバーが10人を超える場合は、主たる構成メンバー10人までを記載してください。
※　政治団体、宗教団体等は対象となりません。（募集要項参照）
	


２） 上記以外の協力者、協力団体があれば以下に記入して下さい。

・直近の決算書を添付してください。
・その他、団体の活動内容がわかるもの、定款、規約、広報などありましたら、添付してください。
＜書式２ ： 個人用　提案者・活動の概要＞　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　受付番号 ： 　　　　　　　　
平成30年度　『地域社会貢献基金』支援事業　提案書
～ 美しい形(こころ)を育てる〝いちはら〟 ～
あて先） 市原ロータリークラブ会長　
平成　30　年　　　　月　　　　日
１．提案者
	(ふりがな)
	

	氏　　名
	

	住　　所
	〒
TEL　　　　　　　　　　　　　　　FAX
E-mail

	事業の設立年月日
	　　　　　　　　　　年　　　　　　　　　　月　　　　　　　　　　日

	◎　構成員数
　（会員数）
	名 
	◎　活動地域
　　　　　市内　　　　　　　　　　　　　　　　地区

	◎　提案事業の活動分野 (関連のある活動に○印を付けてください。複数可)
１．子ども　２．青少年　３．女性　４．障がい者　５．高齢者　６．在日外国人　７．留学生支援
８．福祉一般　９．医療・保健・健康づくり　１０．平和・人権　１１．食・農業　１２．環境・エコロジー　１３．地域・まちづくり　１４．国際貢献・協力　１５．国際交流　１６．文化・芸術の振興
１７．教育・学習支援　１８．スポーツの振興　１９．出版　２０．市民事業　２１．消費者保護
２２．交通など安全対策　２３．災害などの救助活動　２４．市民活動団体の支援　２５．情報
２６．経済　２７．労働　２８．科学技術　２９．その他 （　　　　　）

	◎　提案者の市民活動に関する経歴について簡潔にお書き下さい。


２．提案する事業の概要
	◎　応募事業名
	
	新規　　・　　継続　（注）

※○で囲んでください

	· 実施時期
	年　　　　月　　　　日　　　　～　　　　年　　　　月　　　　日

	該当するコースに
○をして下さい。
	・こすもすコース(補助申請金額10万円以下)  ・いちょうコース(補助申請金額30万円以下)

	◎　提案する事業の概要（簡潔にお願いします。）


３．提案内容について
１） 提案する事業に関連して、日頃から感じている地域の課題は何ですか。
	


　２） 提案する事業の目的と １）の地域の課題を解決するため、今回はどのような活動をしようと
思っていますか。
	申請事業の対象者・受益者
※申請事業を最も届けたい対象者・受益者は誰ですか。

	· 地域
	

	· 対象者・受益者
	

	· 人数
	

	· 年齢層
	

	· 具体的に
	


３） 今回の事業において、「広く市民のみなさんの意見を聞く」、また「成果を知らせる方法」
について、どのように考えていますか。
	


　４） 今回の事業を行った後、どのような成果が期待できますか。
また、今後どのような活動を展開していこうと考えていますか。
	


　
５） 対象となる事業のスケジュールをお書き下さい。
	月
	活 動 内 容

	　　　　９月
	

	　　　１０月
	

	　　　１１月
	

	　　　１２月
	

	　　 　１月
	

	　　 　２月
	

	　　　 ３月
	

	　　　 ４月
	

	　　 　５月
	

	　　 　６月
	


４．事業に要する経費　（次ページの補助の対象となる経費の内訳例、記載例を参照の上、ご記入下さい。） 
収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  支出の部
	科　　目
	金額 (円)
	科　　目
	金額 (円)

	(区分)
	
	(区分)
	

	(内訳・積算等)
	
	(内訳・積算等)
	

	(区分)
	
	(区分)
	

	(内訳・積算等)
	
	(内訳・積算等)
	

	(区分)
	
	(区分)
	

	(内訳・積算等)
	
	(内訳・積算等)
	

	(区分)
	
	(区分)
	

	(内訳・積算等)
	
	(内訳・積算等)
	

	(区分)
	
	(区分)
	

	(内訳・積算等)
	
	(内訳・積算等)
	

	(区分)
	
	(区分)
	

	(内訳・積算等)
	
	(内訳・積算等)
	

	合計
	
	合計
	

	
	
	補助対象経費　合計額
	


※　金額は、税込みで記載してください。
※　収支の合計が必ず合うように記載してください。
※　補助対象経費合計額の8/10を超える額を補助金額として申請することはできません。
　　(30万円を限度に千円未満の端数を切り捨てた額となります。)
　

《補助の対象となる経費の内訳例》　　* 申請事業にかかる経費を記載してください。
	区　　分
	内　　訳

	旅費交通費

	・講習会等の参加のための交通費
・視察のための交通費
・講師等の招聘にかかる費用　等

	通信運搬費
	・郵便、電話料、宅配便等に要する経費

	謝礼金
	・講師等の謝礼金　等

	会議費・会場費

	・学習会・シンポジウム等を主催する場合の会場費
・スライド映写機等の物品レンタル料　等

	資料費
	・図書などの資料費

	印刷製本費

	・チラシ、ニュース等の印刷費
・報告書等の印刷、製本費　等

	消耗品費

	・活動を実施する上で必要な機材、材料、消耗品などの経費
・写真現像代　等

	保険料
	・ボランティア保険料　等

	人件費

	・活動を実施するために必要な人件費
(但、補助の対象となる経費の合計額　の30％以内)

	運営管理費
	・活動を実施するために必要な運営管理費

	その他
	・事業を実施する上で必要なその他の経費


*補助の対象とならない経費がある場合は、区分欄に「補助対象外経費」と記載してください。(募集要項参照)
【記載例】

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  支出の部
	科　　目
	金額 (円)
	科　　目
	金額 (円)

	(区分) 補助金
	300,000
	(区分) 旅費交通費
	31,000

	(内訳・積算等)
市原ロータリークラブ
	300,000
	(内訳・積算等)
地域会場への交通費
(@3,000円×７台)
講師等の招聘にかかる費用
	21,000
10,000

	(区分) 会費
	78,000
	(区分) 人件費
	10,400

	(内訳・積算等)
1,000×78名
	78,000
	(内訳・積算等)
1日体験入門スタッフとして
(@800円×13名)
	10,400

	(区分)
	
	(区分) 補助対象外経費
	20,000

	(内訳・積算等)
	
	(内訳・積算等) 備品購入
(@20,000円×1台)
	20,000

	
	
	
	

	（ 省  略 ）

	

	合計
	378,000
	合計
	378,000

	
	
	補助対象経費　合計額
	358,000


５．活動実施の体制について　(現在わかる範囲でご記入下さい。)
１） 活動を実施するメンバー
	
	氏　名
	年齢
	所 属 ・ 職 業
	住　所
	この事業での役割

	１
	(代表者)
	
	
	市原市内 ・市外
	

	２
	
	
	
	市原市内 ・市外
	

	３
	
	
	
	市原市内 ・市外
	

	４
	
	
	
	市原市内 ・市外
	

	５
	
	
	
	市原市内 ・市外
	

	６
	
	
	
	市原市内 ・市外
	

	７
	
	
	
	市原市内 ・市外
	

	８
	
	
	
	市原市内 ・市外
	

	９
	
	
	
	市原市内 ・市外
	

	10
	
	
	
	市原市内 ・市外
	


※　応募には、市原市内在住の成人1人以上で構成された市民活動であることが必要です。
（＊法人格の有無は問いません。詳しくは、募集要項参照）
※　メンバーが10人を超える場合は、主たる構成メンバー10人までを記載してください。
※　政治団体、宗教団体等は対象となりません。（募集要項参照）
	


２） 上記以外の協力者、協力団体があれば以下に記入して下さい。

・直近の決算書が有りましたら添付して下さい。
・その他、活動内容がわかるものがありましたら、添付してください。
✤対象とならない個人、団体✤


宗教活動、政治活動、選挙活動を目的とする活動、特定の公職者(候補者を含む)または政党を推薦、支持、反対することを目的とする団体、暴力団もしくは暴力団員の統制下にある活動を目的とする団体などは対象になりません
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